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【目的】整形外科および口腔外科手術では、腫瘍や外傷などに伴う骨欠損を修復するために自家骨や人工骨補填材が使用さ
れる。自家骨移植は優れた骨再生能を有しているが、骨採取には侵襲が伴い採取量にも限界がある。そのため自家骨に匹敵
し得る骨再生能を有する人工骨補填材の開発研究が行われている。人工骨補填材料の１つであるリン酸オクタカルシウム
(OCP)は、生体骨の無機成分であるHAの前駆体として位置づけられ、in vivoでは優れた骨伝導能と生体内吸収性が示され
ている。OCPに関しては、形状や大きさ、天然高分子材料との配合、加水分解の有無などについての研究は行われているが、
自家骨と組み合わせた研究は行われていない。本研究では、ラット頭蓋冠骨欠損モデルを用いてOCPと自家骨の混合による
骨再生の過程で生じている相互作用を明らかにすることを目的とした。 
【方法】in vivo試験として、埋入材料はOCP顆粒と自家骨とした。ラット（Wistar、12週齢、雄性）の頭蓋冠に臨界サイ
ズ骨欠損を形成し材料を埋入、2、4、8週で回収し、新生骨の評価を行った。実験群は、OCP単体群、自家骨単体群、OCPと
自家骨を混和した群（OCP+Auto群）および材料を埋入しないcontrol群の4群とした。評価はµCTを用いた放射線学的解析
と組織染色による組織学的解析を行った。In vitro試験として、間葉系幹細胞を播種・培養したプレート上に試料を設置し
たトランスウェルを設置して、7、14、21日間培養を行った。設置した試料は、OCP単体群、自家骨単体群、OCP+Auto群お
よび材料を設置しないcontrol群の4群とした。培養後に骨芽細胞の初期分化マーカーであるアルカリホスファターゼ（ALP）
の活性を測定し、また細胞培養に用いた培地中のCa2+濃度の測定も行った。 
【結果】自家骨単体群、OCP+Auto群では新生骨量を有意に多く認めた。自家骨単体群とOCP+Auto群を比較すると、新生骨
量は自家骨単体群で有意に多く認めた。TRAP染色では、埋入2週では自家骨辺縁部に、埋入4週ではOCP顆粒辺縁部にTRAP
染色陽性細胞を認めた。ALP活性では、培養14日でOCP+Auto群と自家骨単体群でOCPよりも有意に高値を示したが、培養
21日では有意差はないがOCPが自家骨単体群とOCP+Auto群よりも高値を示した。また培地中のCa2+濃度は経時的に低下し、
OCPの存在およびその用量依存的に低下傾向を示した。 
【結論】新生骨量では、自家骨単体群がOCP+Auto群よりも良好な結果を示した。しかし、OCPと自家骨の混和によりALP活
性が高い状態で維持されてより多くの骨芽細胞への分化が誘導され、また破骨細胞への分化も誘導していると考えられる。
したがって、埋入後早期から骨のリモデリング環境が整っていることが示唆された。 
